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賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

五
十
嵐
京
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

庁
舎
等
建
設
工
事
費
の
債
務
負
担

行
為
補
正
に
関
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
お
い
て
は
、
市
民
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。
第
一
小
学
校
の
校
舎
建

替
え
、
学
校
給
食
の
無
償
化
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
取
扱
手
数
料
減
額
施
策
事

業
、
保
存
文
書
削
減
の
た
め
の
内
部

情
報
複
合
機
等
導
入
事
業
、
地
域
公

共
交
通
計
画
に
関
す
る
費
用
、
学
童

保
育
に
関
す
る
費
用
な
ど
市
民
生
活

に
密
着
す
る
課
題
の
た
め
の
補
正
予

算
で
あ
り
、
課
題
解
決
の
た
め
に
し

っ
か
り
と
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

　

庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

提
案
理
由
の
と
お
り
、
現
在
、
多

摩
26
市
中
、
小
金
井
市
を
除
く
人
口

11
～
12
万
人
台
の
類
似
３
市
（
昭
島

市
、
国
分
寺
市
、
東
久
留
米
市
）
の

全
て
が
議
員
定
数
22
人
で
あ
り
、
小

金
井
市
議
会
だ
け
が
24
人
と
突
出
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
２
減
を
提
案
し

て
き
た
が
、
今
回
は
削
減
に
慎
重
な

議
員
の
意
見
も
加
味
し
、
現
状
１
人

欠
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
変

化
を
伴
わ
な
い
１
減
を
提
案
し
た
。

議
会
だ
け
を
聖
域
化
す
る
こ
と
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
精
鋭
化
し
、
よ
り
一

層
市
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

　

廃
園
に
向
け
た
段
階
的
縮
小
を
や

め
、
保
護
者
の
切
実
な
願
い
に
応
え
、

０
歳
児
・
１
歳
児
の
募
集
再
開
を
求

め
る
こ
と
は
、
判
決
結
果
か
ら
も
当

然
で
あ
る
。
行
政
法
等
に
造
詣
が
深

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
街
の
仲
間
た
ち
）

　

議
員
定
数
の
削
減
は
議
会
改
革
に

お
い
て
有
用
な
手
段
で
あ
る
こ
と
は

申
し
上
げ
る
。
し
か
し
、
本
議
員
案

は
議
会
の
「
量
」
の
み
の
提
案
で
あ

り
、「
質
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
全
く

提
案
さ
れ
て
い
な
い
。「
量
」
の
み

の
効
率
化
で
は
、
本
来
の
議
会
改
革

と
は
言
え
な
い
。
議
員
定
数
、
報
酬
、

深
夜
に
ま
で
及
ぶ
審
査
に
か
か
る
時

間
数
、
同
じ
内
容
の
質
問
が
繰
り
返

さ
れ
る
状
況
等
を
含
め
た
、「
質
」

と
「
量
」
の
議
会
改
革
に
つ
い
て
集

中
し
て
議
論
し
、
そ
し
て
、
期
限
を

設
け
、
求
め
ら
れ
る
議
会
改
革
の
結

論
を
出
し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

　

市
民
の
声
を
も
と
に
１
人
の
議
員

だ
け
が
主
張
す
る
政
策
テ
ー
マ
が
あ

る
。
議
員
削
減
は
、
広
く
市
民
の
意

見
を
拾
い
上
げ
る
芽
を
摘
ん
で
し
ま

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
麻
美
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

人
口
や
面
積
、
財
政
規
模
が
類
似

す
る
市
は
、
既
に
22
名
に
削
減
し
て

い
る
。
今
任
期
は
１
名
欠
員
で
運
営

し
て
き
た
実
績
も
あ
り
、
議
会
の
合

意
形
成
を
図
る
た
め
、
１
減
の
23
名

で
提
案
し
た
。
議
会
基
本
条
例
第
21

条
に
則
り
公
聴
会
を
開
催
し
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
。
定
数
が

多
い
と
感
じ
る
市
民
は
26
・
２
％
、

適
当
16
・
７
％
、
少
な
い
０
％
と
い

う
結
果
で
あ
り
、
12
万
人
の
市
民
と

未
来
を
担
う
世
代
の
た
め
に
良
い
ま

ち
を
つ
く
る
努
力
は
、
行
政
だ
け
で

な
く
議
会
も
多
様
な
市
民
の
声
を
聴

き
、
真
摯
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

市
⺠
福
祉
の
増
進
に
関
わ
る
重
要

な
予
算
の
た
め
賛
成
す
る
。
新
庁
舎

等
建
設
は
市
民
の
理
解
が
深
ま
る
よ

う
広
報
の
充
実
を
望
む
。
本
来
国
に

お
い
て
無
償
化
す
る
べ
き
学
校
給
食

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
で
も
質
を

落
と
さ
な
い
創
意
工
夫
に
感
謝
す
る
。

　

本
市
で
予
防
接
種
健
康
被
害
が
確

認
さ
れ
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

積
極
的
勧
奨
を
取
り
止
め
る
べ
き
。

副
反
応
の
指
定
医
療
機
関
受
診
者
が

増
え
て
い
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
と
学
校
教
職
員
へ
の

周
知
を
強
く
要
望
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

　

最
大
の
理
由
は
、
新
庁
舎
等
建
設

事
業
だ
。
跡
地
活
用
を
含
む
公
共
施

設
の
再
配
置
等
も
動
き
出
す
こ
と
が

で
き
、
ま
ち
づ
く
り
が
前
に
進
む
。

　

こ
が
お
も
が
提
案
し
て
き
た
コ
ン

ビ
ニ
交
付
手
数
料
10
円
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
利
用
経
験
が
な
い
市
民
へ
の
動

機
付
け
と
な
り
、
繁
忙
期
の
窓
口
業

務
改
善
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
フ

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

市
立
小
中
学
校
給
食
費
補
助
に
つ

い
て
は
、
東
京
都
の
実
質
８
分
の
７

の
補
助
（
毎
年
約
５
億
円
）
が
決
ま

り
、
小
金
井
市
で
も
実
施
の
決
断
を

さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

設
工
事
費
つ
い
て
、
今
後
、
一
般
会

計
へ
の
負
担
を
減
ら
す
財
政
運
営
や

地
域
貢
献
策
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、

福
祉
会
館
部
分
の
利
用
方
法
の
検
討

再
開
、
時
代
に
合
っ
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
北
側
交
差
点
の
問

題
を
含
め
た
課
題
解
決
等
、
４
年
後

の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
準
備
を
進

め
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求

め

る

陳

情

書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
市
民
や

保
護
者
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
そ

の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。
署
名
総
数

は
２
千
519
筆
と
な
っ
た
。
日
本
共
産

党
は
学
校
給
食
費
の
無
償
化
及
び
負

担
軽
減
・
値
上
げ
中
止
な
ど
を
、
何

年
も
前
か
ら
議
会
及
び
委
員
会
で
の

質
疑
や
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
る
な

ど
求
め
続
け
て
き
た
。
予
算
の
組
替

え
動
議
、
条
例
提
案
な
ど
も
繰
り
返

し
行
っ
て
き
た
。
２
０
１
７
年
か
ら

市
議
会
で
条
例
提
案
を
３
回
、
都
議

会
議
員
と
と
も
に
質
問
や
申
入
れ
な

ど
10
回
以
上
要
求
し
て
き
た
。
実
現

し
て
良
か
っ
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

高
木
章
成
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
会
を
代
表

し
て
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
回
）
へ
の
反
対
討
論
を

行
う
。
令
和
４
年
11
月
27
日
に
白
井

市
長
が
就
任
し
２
年
余
り
が
経
ち
、

１
期
目
の
任
期
の
折
り
返
し
点
を
超

え
た
が
、
こ
の
２
年
余
り
に
提
出
さ

れ
た
予
算
か
ら
独
自
の
政
策
意
思
は

読
み
取
れ
な
い
。
本
補
正
予
算
の
議

決
で
新
庁
舎
建
設
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
見
直
し
案
を
踏

ま
え
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
べ
き

だ
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
各
種
証
明
書

交
付
手
数
料
10
円
の
根
拠
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

市
役
所
庁
舎
変
更
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改

正

す

る

条

例

　

条
例
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

２
０
０
８
年
、
市
民
団
体
が
庁
舎

建
設
場
所
を
、
庁
舎
建
設
予
定
地
と

す
る
か
、
南
口
再
開
発
の
第
二
地
区

と
す
る
か
、
住
民
投
票
で
決
す
る
べ

き
と
し
て
直
接
請
求
署
名
運
動
を
展

開
。
私
も
署
名
運
動
に
参
加
。
署
名

は
１
万
人
を
超
え
成
立
し
た
が
、
市

議
会
は
１
票
差
で
否
決
。
市
民
検
討

委
員
会
は
、
１
万
人
意
向
調
査
を
実

施
。
庁
舎
建
設
予
定
地
に
建
て
る
べ

き
と
し
た
市
民
が
62
％
、
南
口
第
二

地
区
再
開
発
ビ
ル
庁
舎
と
す
べ
き
と

し
た
市
民
が
10
％
、
圧
倒
的
大
差
で
、

庁
舎
建
設
予
定
地
が
市
民
に
支
持
さ

れ
た
。

市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
議
員
提
案
）

　

９
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
会
運
営
委
員
会
（
岸
田
正
義
委
員

長
）
に
付
託
し
、
11
月
21
日
及
び
29

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
多
摩
26
市
中
、
人
口

11
万
人
台
か
ら
12
万
人
台
の
類
似
３

団
体
で
は
議
員
定
数
が
全
て
22
人
で

あ
る
こ
と
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び

公
聴
会
な
ど
で
市
民
意
向
を
確
認
し

て
い
る
こ
と
、
現
在
１
人
欠
員
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
議
員
定
数

を
24
人
か
ら
23
人
と
し
、
１
人
削
減

す
る
こ
と
を
議
員
が
提
案
し
た
も
の

で
す
。

　

11
月
29
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
５
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
否
決
し
ま
し
た
。

「
違
法
な
専
決
処
分
に
基
い
て

制
定
さ
れ
た
廃
止
条
例
は
無

効
」
と
の
東
京
地
裁
判
決
を

ふ
ま
え
、
公
立
保
育
園
の
安

定
的
運
営
を
求
め
る
陳
情
書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

現
在
は
違
法
な
行
政
。
行
政
法
学

者
な
ど
か
ら
の
法
律
意
見
書
に
対
し

て
、
市
は
法
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し

た
答
弁
を
し
て
い
な
い
。
た
っ
た
１

人
だ
け
入
園
を
許
可
さ
れ
た
原
告
の

お
子
さ
ん
の
保
育
が
課
題
。
小
金
井

市
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
も
背
き
、

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
も
反
す
る
。

適
切
な
規
模
で
の
募
集
再
開
を
行
い

違
法
な
行
政
運
営
を
正
す
べ
き
。
そ

の
上
で
公
立
保
育
園
の
在
り
方
の
検

討
を
進
め
な
い
と
真
っ
当
な
検
討
が

で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
資

料
で
委
員
に
示
し
、
審
議
に
臨
ん
で

い
た
だ
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

設
事
業
が
令
和
３
年
11
月
に
事
実
上

中
断
す
る
際
に
も
、
中
断
は
市
民
の

た
め
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
結

果
、
３
年
の
時
間
と
建
設
工
事
費
急

騰
が
生
じ
た
。
こ
れ
以
上
、
庁
舎
問

題
で
立
ち
止
ま
れ
ば
、
市
政
ま
ち
づ

く
り
の
停
滞
を
免
れ
な
い
。
我
々
の

任
期
中
に
道
筋
を
つ
け
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
市
立
小
中
学
校
給
食
費

無
償
化
や
運
行
事
業
者
の
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ

バ
ス
２
路
線
撤
退
の
申
入
れ
に
端
を

発
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
事

業
等
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
重
要

政
策
を
含
む
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に
も
資
す
る
。

　

他
に
も
学
校
給
食
無
償
化
、
児
童

生
徒
数
増
加
へ
の
環
境
整
備
や
学
童

保
育
育
成
室
整
備
、
保
育
園
の
運
営

補
助
金
、
都
市
計
画
道
路
や
公
共
交

通
等
の
重
要
事
業
が
あ
り
賛
成
す
る
。

う
可
能
性
が
あ
り
、
行
政
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
弱
体
化
に
も
つ
な

が
る
。
多
様
な
議
員
で
構
成
さ
れ
る

市
議
会
が
望
ま
し
い
。
市
民
は
、
議

会
に
対
し
て
「
議
員
定
数
・
報
酬
の

検
討
」
よ
り
も
、「
市
民
の
声
が
反

映
で
き
る
こ
と
」
や
「
行
政
へ
の
提

案
」、「
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」
を
、
よ
り

望
ん
で
い
る
と
い
う
２
０
２
２
年
９

月
上
旬
に
実
施
さ
れ
た
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
受
け
止
め
る
べ
き
。

い
専
門
家
か
ら
も
法
律
に
よ
る
行
政

の
原
理
に
の
っ
と
り
、
募
集
す
べ
き

で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
人
権
が
著

し
く
阻
害
さ
れ
て
お
り
、
１
日
も
早

い
、
是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
公

立
保
育
園
５
園
の
保
護
者
か
ら
再
三

再
四
、
再
開
募
集
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
手
を
打
た
な
い
市
長
の
市
民

軽
視
の
姿
勢
は
問
題
で
あ
る
。

令和7年3月23日（日）
投開票

（3月16日告示）

投票に行こう！！

任 期 満 了 に 伴 う
小金井市議会議員選挙


